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2014年度第2四半期 連結業績

第1四半期 上期計
■ 業容

第1四半期 上期計

実績 期首比 実績 期首比

連 結 有 効 会 員 数 3 439万人 + 49万人 3 486万人 + 96万人連 結 有 効 会 員 数 3,439万人 + 49万人 3,486万人 + 96万人

内、国内会員数 2,379万人 + 34万人 2,405万人 + 60万人

イオン銀行口座数 382万口座 + 14万口座 396万口座 + 28万口座イオン銀行口座数 382万口座 + 14万口座 396万口座 + 28万口座

連結営業債権残高 2兆8,139億円 + 202億円 2兆9,081億円 + 1,144億円

■ 連結業績

第1四半期 第2四半期 上期計

実績 前期比 実績 前期比 実績 前期比 公表差

■ 連結業績

実績 前期比 実績 前期比 実績 前期比 公表差

経 常 収 益 729億円 112％ 782億円 119％ 1,511億円 116％ +61億円

経 常 費 用 646億円 116％ 670億円 107％ 1,316億円 111％ +57億円億 億 , 億 億

経 常 利 益 82億円 90％ 111億円 359％ 194億円 158％ +4億円

当期純利益 38億円 85％ 71億円 - 109億円 433％ +39億円
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配 当 金 - 25円

セグメント別業績

（単位：億円）
第1四半期 第2四半期 上期計

（単位：億円）
実 績 前 期 比 実 績 前 期 比 実 績 前 期 比

クレジット事業

経常収益 332 124％ 357 116％ 689 120％

経常利益 55 124％ 80 235％ 136 172％クレジット事業 経常利益 55 124％ 80 235％ 136 172％

フィービジネス

経常収益 105 121％ 108 128％ 213 124％

経常利益 0 8 15 2 8 266 3 6 58

（経常利益率） （16.8％） （△0.0％） （22.5％） （+11.4％） （19.8％） （+6.0％）

フィービジネス 経常利益 0.8 15％ 2.8 266％ 3.6 58％

銀 行 事 業

経常収益 79 70％ 92 107％ 172 86％

（経常利益率） （0.8％） （△5.3％） （2.7％） （+1.4％） （1.7％） （△2.0％）

銀 行 事 業 経常利益 △16 - △7 - △24 -

経常収益 249 118％ 277 125％ 526 122％

（経常利益率） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

海 外 事 業 経常利益 53 111％ 56 234％ 109 152％

調 整 額
経常収益 △36 - △53 - △90 -

（経常利益率） （21.3％） （△1.4％） （20.2％） （+9.4％） （20.7％） （+4.1％）

調 整 額
経常収益 △36 △53 △90
経常利益 △10 - △19 - △30 -

連 結 合 計

経常収益 729 112％ 782 119％ 1,511 116％

経常利益
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連 結 合 計 経常利益 82 90％ 111 359％ 194 158％
（経常利益率） （11.4％） （△2.9％） （14.3％） （+9.6％） （12.9％） （+3.4％）

連結 実績 期首比 連結 実績 期首比

連結貸借対照表

連結 実績 期首比

現 金 預 け 金 3,379億円 △786億円

貸 出 金 1兆3 885億円 +1 118億円

連結 実績 期首比

預 金 1兆6,516億円 △660億円

有 利 子 負 債 7 595億円 +1 223億円貸 出 金 1兆3,885億円 +1,118億円

内 、 国 内 貸 出 金 1兆1,600億円 +963億円

有 利 子 負 債 7,595億円 +1,223億円

内、国内有利子負債 4,330億円 +1,033億円

（内、コールマネー） （1,000億円） （+951億円）

融 資 残 高 3,910億円 +374億円

内 、 海 外 貸 出 金 2,284億円 +154億円

内、海外有利子負債 3,265億円 +190億円

利息返還損失引当金 36億円 +5億円

割 賦 売 掛 金 9,180億円 △393億円

支 払 承 諾 見 返 1,802億円 +38億円

買 掛 金 等 2,595億円 △642億円

支 払 承 諾 1,802億円 +38億円支 払 承 諾 見 , 億円 億円

貸 倒 引 当 金 △479億円 △4億円

有 価 証 券 等 3 694 140

支 払 承 諾 1,802億円 38億円

負 債 合 計 2兆8,522億円 △35億円

純 資 産 合 計有 価 証 券 等 3,694億円 △140億円

資 産 合 計 3兆1,462億円 △168億円

純 資 産 合 計 2,939億円 △133億円

負債及び純資産合計 3兆1,462億円 △168億円
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貸 出 金 利 鞘 8.0％ +0.6％ 自 己 資 本 比 率 9.2％ +0.2％（※）

（※貸出金利鞘は前期比）



経営統合によるシナジーの進捗状況

取り組み内容 効果

融資事業 世帯収入や 資産情報による与信判断に 国内融資残高

取り組み内容 効果

【経営統合のシナジー】

融資事業の
利便性向上

・世帯収入や、資産情報による与信判断に
より、ｷｬｯｼﾝｸﾞの利便性が向上

国内融資残高

‘11年度比＋1,029億円

海外事業の拡大 ・銀行持株会社化による、事業展開の加速
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱでの

ｸﾚｼﾞ ﾄｶ ﾄﾞ本格展開

請求書 を活用し

ｸﾚｼ ｯﾄｶｰﾄ 本格展開

マーケティング力
の強化

・各社の販促企画を統一してご案内
請求書、ＤＭを活用し、

効率を改善

営業力の強化と
生産性向上

・重複部門を集約し、営業部門へシフト
各社の営業拠点を集約し 連携を強化

事務ｾﾝﾀｰ及び各社の
本社機能を統合

統合 能な営業拠点
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生産性向上 ・各社の営業拠点を集約し、連携を強化 統合可能な営業拠点
の内、10拠点を集約

経費効率改善の進捗状況（国内）

1Ｑ 2Ｑ

実績 実績 1Ｑ比

経 常 益経 常 収 益 481億円 505億円 + 24.8億円

経 常 費 用 451億円 450億円 △ 1.2億円

経 常 収 益 率 93 8％ 89 0 △ 4 9経 常 収 益 率
（ 前 年 同 期 比 ）

93.8％
（+ 3.9％）

89.0％
（△ 6.9％）

△ 4.9％
（－）

広 告 宣 伝 費 85億円 79億円 △ 5.8億円

管理費（利息返還除く） 170億円 166億円 △ 4.0億円

金 融 費 用 19億円 18億円 △ 1.4億円

人 件 費 93億円 93億円 + 0.8億円

設 備 費 41億円 43億円 + 1.3億円

一 般 費 10億円 12億円 + 2.4億円

貸 倒 関 連 費 用 20億円 21億円 + 1.4億円
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億円 億円

利 息 返 還 費 用 10億円 14億円 + 4.0億円

下期重点実施事項
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クレジット事業（カードショッピング取扱高の推移）

第1四半期 外部加盟店との売上企画により取扱高を拡大・第1四半期：外部加盟店との売上企画により取扱高を拡大
・第2四半期：ｲｵﾝｸﾞﾙｰﾌﾟでの取扱回復により前年比110％

【利 場所別 カ ドシ ピ グ 扱高前年比推移】
115%

111％
112％ 111％

113％
111％

【利用場所別のカードショッピング取扱高前年比推移】

110%

110％

112％

108％

105%

110％
109％

108％

107％

100%

104％
外部加盟店

全体取扱高

95%
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95%

4 5 6 7 8 9
（月度）

‘14

4 5 6 7 8 9



クレジット事業（マーケティング力の強化）

直近でカ ド利用が無い会員をｾｸﾞﾒﾝﾄし ＤＭで利用を促進・直近でカード利用が無い会員をｾｸ ﾒﾝﾄし、ＤＭで利用を促進
・活性化により、月間稼働率及び利用額が大幅に拡大

全カ ド会員 活性化会員 効果

【ＤＭによるカード利用活性化の効果】

全カード会員 活性化会員 効果

月 間 稼 働 率 40％ 47％ +7％

月 間 利 用 額 3.2万円 7.8万円 +4.6万円3.2万円 7.8万円 4.6万円

※2014年6月ＤＭ発送会員の、7～9月度利用状況より
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クレジット事業（顧客の組織化）

提携カ ド戦略等により 稼働率の高い若年層を組織化・提携カード戦略等により、稼働率の高い若年層を組織化
・稼働率及び利用額の大きいG.G会員への切替を推進

【年代別 月間稼働率 び利 額 状況】

20代 30代

【年代別の月間稼働率及び利用額の状況】

50%
20代 3 代

月

間 G G会員

40代

50代

組織化

40%
間

稼

働

G.G会員 50代

30%
働

率
切替推進

20%

2 3 4 5

60代以上

（万円）
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2 3 4 5

月 間 利 用 額

（万円）

クレジット事業（融資事業の拡大）

ｷｬｯｼﾝｸﾞの回復 貸倒及び融資代行費用削減で収支率が改善・ｷｬｯｼﾝｸ の回復、貸倒及び融資代行費用削減で収支率が改善
・ｷｬｯｼﾝｸﾞとｶｰﾄﾞﾛｰﾝの合計残高は過去最高の4,200億円を計画

（億円）

80%
5000

【国内融資残高の推移】
（億円）

ｷｬｯｼﾝｸﾞ収支率
ｶｰﾄﾞﾛｰﾝ残高

ｷｬｯｼﾝｸﾞ残高

65

81％

60%

4000 3,910億円

4,200億円

65％

3,976億円

40%

3000

4000

20%

2000

3000

3,536

20%

0%

1000

2000

0
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-20%1000

'06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14/9 '14
（計画）

0
（年度）

※ｷｬｯｼﾝｸﾞ収支率〔（ｷｬｯｼﾝｸﾞ収益－貸倒費用－融資代行費用）÷ｷｬｯｼﾝｸﾞ収益 〕

ｽﾏ ﾄﾌｫﾝ決済の導入により 加盟店開発を強化

フィービジネス（電子マネー事業の強化）

・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ決済の導入により、加盟店開発を強化
・取扱高は2兆円を計画

【電子ﾏﾈ 取扱高及び加盟店数推移】
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ決済の開始

20
25000
（億円） （万ヶ所）加盟店数（右軸）

電子ﾏﾈｰ取扱高（左軸）

【電子ﾏﾈｰ取扱高及び加盟店数推移】

15

20000
2兆円

1.6兆円

加盟店開発の強化 10

15000

加盟店開発の強化

5
5000

10000

9 507

00

5000 9,507
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00

'10 '11 '12 '13 '14
（計画）

（年度）



海外事業（審査・債権回収の強化）

・審査スコアリングの見直し・審査スコアリングの見直し
・回収のシステム化を推進し、貸倒費用を抑制

（億円）
【貸倒関連費用の推移】【審査・回収業務のシステム化】

営業利益

300 貸倒関連費用

営業費用（貸倒関連除く）

200

100

0
・審査精度の向上
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

‘13 ‘14

審査精度の向上
・回収効率の改善

海外事業（海外への投資強化）

・人材及びシステムへの投資を強化し 成長を加速化

瀋陽

・人材及びシステムへの投資を強化し、成長を加速化

日本
北京

天津
【投資による成長促進】

台湾

上海

深圳
広州

■成長力に伴った、
人材・システムの 投資を実施

広州

香港
インド

フィリピンミャンマー

ラオス 〔従来の成長速度〕

営業利益 30億円 ＝ 10年

営業利益 50億円 ＝ 15年

ベトナムタイ

カンボジア

営業利益 50億円 ＝ 15年

カンボジア

マレーシア
利益成長速度を

加速化
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インドネシア

現地法人

駐在員事務所

加速化

銀行事業（AFSグループ各社営業債権のイオン銀行債権化）

・無担保ﾛ ﾝの拡大 個品割賦・投資向けﾛ ﾝの銀行債権化推進・無担保ﾛｰﾝの拡大、個品割賦・投資向けﾛｰﾝの銀行債権化推進
・普通預金へのシフトを進め、低コストの預金を増加

【営業債権残高及び預金残高推移】

貸出金 預金

貸出金
預金

貸出

住 宅 ロ ー ン

定 期 預 金

住 宅 ロ ー ン

キ ャ ッ シ ン グ
定 期 預 金

キ ャ ッ シ ン グ

無担保ローン

無担保ローン

投 資 用 ロ ー ン

割賦売掛金

投 資 用 ロ ー ン

割賦売掛金

シ ョ ッ ピ ン グ

個 品 割 賦

割賦売掛金

普 通 預 金

シ ョ ッ ピ ン グ

個 品 割 賦

普 通 預 金
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【2014年3月期】 【2015年3月期（計画）】

銀行事業（イオン銀行の資金運用の収支）

・ｶ ﾄﾞﾛ ﾝに加え ｵ ﾄ ﾘﾌｫ ﾑ・ｿ ﾗ ﾛ ﾝを拡大・ｶｰﾄ ﾛｰﾝに加え、ｵｰﾄ、ﾘﾌｫｰﾑ・ｿｰﾗｰﾛｰﾝを拡大
・資金調達費用の削減により、資金収支を改善

800
（億円） 【年度別推移】

4.0％
180

（億円）
【2014年度四半期別推移】

資金運用利回り（右軸）

資金運用収支（左軸）

資金運用利回り（右軸）

資金運用収支（左軸）

3%

4%

600
3.2％

4.0％

4.0%
160

180資金運用収支（左軸）

3 8％

資金運用収支（左軸）

2%400
1.9％

140

160

3.7％

3.8％

1%

200

3.5%

120

140

-1%

0%

0 3.0%100

120
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1%0

'11 '12 '13 '14
（計画）

（年度） 1Q 2Q 3Q 4Q
（計画）

（年度）



2014年度 連結業績予想

業績予想

業績 前期比

経常収益 3,200億円 112％

経常利益 510億円 124％

当期純利益 265億円 128％

1株当たり
当期純利益

128円37銭 123％

第2四半期末
（実績）

期末
（予想）

年間
（予想）

Aeon Financial Service Co.,Ltd. 2014年度第2四半期 決算説明会 17Aeon Financial Service Co.,Ltd.

配当予想 25円 35円 60円

（参考）貸倒引当金残高及び利息返還損失引当金残高の推移

■ 貸倒引当金残高（国内クレジットカード事業）

2013年度上期 2014年度上期

期 首 貸 倒 引 当 金 残 高 264億円 242億円

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 47億円 40億円

貸 倒 償 却 額
（ 移 管 債 権 等 含 む ） 61億円 53億円（ 移 管 債 権 等 含 む ）

期 末 貸 倒 引 当 金 残 高 251億円 229億円

貸 倒 引 当 率 2.6 ％ 2.1 ％

（国内子会社） ｲｵﾝ銀行：30億円、ｲｵﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ：47億円、ｲｵﾝ住宅ﾛｰﾝｻｰﾋﾞｽ：8億円

■ 利息返還損失引当金残高

2013年度上期 2014年度上期

期 首 利 息 返 還 引 当 金 残 高 37億円 30億円

利 息 返 還 損 失 引 当 金 繰 入 額 11億円 25億円

利息返還額

（ｷｬｯｼｭｱｳﾄ額・元本充当額）
18億円 19億円
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（ｷｬｯｼｭｱｳﾄ額 元本充当額）

期 末 利 息 返 還 引 当 金 残 高 30億円 36億円


